


緒 言

吾々は「夜Jと云ふもの L不使を忘れてしまひました。

税近に於ける照明の準歩普及は幣〈百Jきものであっτ.人類は自

然の暗夜を全く征服してしまひました。 輝く町のタ，Jljs:はしい都の

夜.人は、業務に.慰安に、何の不自民iを感ずるでありませう。

t 然し1I佐だ一つ.困った事には笠間と夜とでは物の色が鑓ってしま

': J，のです。其の釘めに.外観に依る品種の精しい刻別も.色彩に凶

係ある仕事も.如何に忙しくても夜丈は危険で出来ません。

、 所が，;!;tれが出来るのです。此庭に現はれましたのは

「マツダ員色燈J(Mazda Trutint unit) 

と申しますが.此の照明器具の放つ光は飴歎すPIき程精確なる、珪Jl

1 恕的の標準:!t光であり、之れに依ればどんな微細な程皮の色の挫化

も一見して古の如〈明|僚に知る事が出来るのであります。

3 本書は、何故に11と夜とでは物の色彩が鎚って見えるか、叉此の 3 

「民色燈」が如何に精併に主光と当事しい光を放っか、を説明したも j 

のでありますo ; 

・・・'..・・..・・'，..・... ・・・.・・・.'・.



マ、ソダ異色燈

色彩の剣別に重要な

三妥製紙中川工場内部

民色燈にイ炎る製紙工場照明
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マツダ異色燈
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I! I! 

民内色燈は外面白色T法反政日射引
7155 マアダ[E色燈スタン ド型 300ワット 面 アルミニューム 1100-1600 11.3 

スタ y ド白色エナメル仕_t 1/ 

qδ 



ーマ 、ソ ダ 員 色燈

光源、の分光的性質と物の色彩

t倉具ーは種々の色を混ぜ合はせると黒に近くなりますが、光は反鈎に混ぜると白くなって来ます。光の方では、実

と青とを適嘗の割合に混ぜると白い光になり、叉赤、緑、及び育を混合したものも白い光になります。太陽や電燈

の放つ白い光は種々の色光が集まって居るので為って、其れが含む各色光の割合は喜重光鐙の種類に依って個々に違

ふのであります。

叉、青L、絹綿が青く見えるのは、共の絹続、が.光源が絞っ光の中に含まれてゐる絹の色に相賞する青い色を反射

し‘他の色を吸牧してしまふから背く見えるのです。其の鐙擦には.若し設光健治;或色を持って居ない場合には了

度其の歓けた色を止tの光の下で見ても正蛍の色には見えません。例へば水銀弧光燈の下で朱色のものを見ても鼠色

か掲色の様に見えますが、其れは水銀弧光燈が朱色の光を含んで居ない篤めであります。

ですから、物の色と云ふものは笠は物が光源の放つ色光を反射するのであって、物其れ自身が本来一定の色を持

って居るのではありません。従って、光源、が含む色相の種類及び其の強さが違ふと‘言葉を嬰へて云ふならば、光

源の分光的性質が違ふと物の色と云ふものは箆って来るのでーす。

故に、正確に云へば、 0.75ワット パー キャンドルの高燭瓦斯入電燈の下で現れる物の色は.1.23ヲツト パ

ー キャンドルのタングステン電球の光の下で現れる色とは一致せず.日光の下で見た布の色彩は必ずしも電燈の

下で同ーの色彩に見えるものではありません。

殊に、アzリン染料の様なダイクロイツクな染将は光源の色彩上の性質の影響を蒙る事が甚だしいもので、 主間

同じだと思って居た色!が夜見たら遣って見える事があります。

例へば.ナフソール ヱローとアシツド バイオレツトとを混ぜると緑色になります。 笠間の光に於て、此の総

色と同様の色をオレシヂとデイープ プルイツシ アヱリンとを混じても出す事が出来ます。ところが、此の爾者

を夜間電燈の下で見ますと決して同じ 色には見えず.前j者は育味に富み後者は芳、味の勝ったものに見えるのであり

ます。

一(4 )一



マツダ異色燈

人工光源の色彩と重光の色彩との比較

現在最も康く行はれて居る白熱電燈は、電気に探って繊僚の温度を高温ならしめ、英れに採って光を生ぜしむる

ものでありますが、此の温度輔射に依る光の色彩と云ふものは設光践の温度に依って遣って来ます。即ち.温度が

高くなれば育、革、等の短波長の光を婚して黄や赤の光の割合を減ずるのであり、現時行はれつ Lある白熱電燈の

織僚の温度は太陽に比較すれば遥かに低いものであって、其の光の色彩は太陽とは寧ろ甚だし〈相違して居りま

す。

然し乍ら、従来自然電燈は幾度か改良を加へられて極めて著しい進歩を皇室げました。白熱電燈の改良とは要する

に能率の改良であり、其の主要の問題は.繊僚の姑火温度を高湿ならしむる事であります。従って、 白熱電燈の色

彩t主其の護濯の}I民序に従って日光に近〈なって来て居ます。が、此の事笠は人工光源をJ;J.て日光と等しL、色彰を有

する光を作るのに、極めて都合が良い結果を);(1したのでもあります。

人工光源の放つ光を霊光に模する企は、先づ01光色電球に依って創められました。此の電球は青色硝子球を有す

る瓦斯入電球であり ますが、此の育い硝子球は赤.賞、等の光の一部を政l炊い 電球の放つ光の色彩を日光に近か

らしむる目的を持って居ります。然し乍ら此の電球の光は、車に一般の瓦斯入電球の其れの様に燈色に富まない程

度のものであって.之を笠光に比較して見ると絵程の違ひがあり.之を以て正確な色彩刻別の仕事を行ふがま口き事

は不可能であります。

更に研究が進むにつれて、電燈の放つ光を糖、過し.共の含む色彩の割合を最後に主光と等しからしむる漉光板を

得るに到りました。此の:慮光板を有する照明怒具をマツダ民色燈 (MazclaTrutint nnit)と申しますが、マツダ良色

燈の出現は、 人工光源を霊光と等しからしむる目的を完全に淫したものであって、 aに理想に到達したと云つでも
遁言ではないのであります。

マツダ異色燈には'~燈の光を平均重光に等 しくしたものもありますが. 普通は北室光に等しくしたものを標準と

致します。主光と蜂も厳密jに云へば、芙.の色彩は朝と~1I ;.t~ と夕、とでは各々逮ふのですから.一盛物の色彩を取

扱ふには如向なる時と場所が良いか.と云ふ疑問が起るのでありますが.多くの色彩を取扱ふ人々(i.此の青空の

光の色彩が比絞的不箆であるので、之を標準として居るのであります。

マツタ・異色澄の放射する光の色彩が如何に自然の光の其れに酷似して居るかは、之を我祉研究所に於て、アイプ

スの色彩光度計に依って測定した結果に依って知る事が出来まず。
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マツダ異色燈
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日光に比較したる各種光源の色度

Relative color of Various Sources Cornpared with Sunlight 

光源
Source 

色皮
Relative Inten5ity 

赤 l 総 i 古f
Red Green Blue 

日光 (Sllnlight) 

青空(Bluesky) 

33.3 I 33.3 I 33.3 

マクダ良色捻 (MazdaTrutint nnit) 

炭素泣球 (CarbonLamp) (3.1W.P.S.C.) 

タ Y 夕、‘ステ y泣球 (VacuumTungsten L，unp) (1.23W.P.S心)
向上 (Ditto)(lOOW，P.S.C.) 
虫螺黒J欣伏断宇織態4儲僚i祭を』茂19空註タ :/7ゲ‘ス テy屯E球ま (但Coil口le白吋dF引ila叩r口rne目n

Vac臼11旧日!川nTl日叩lln】gが5t飴e剖nLa叩m】npぶω)(100、'V.P.S.C.)
瓦新入担 yゲ λ テ':;/ ~託泣4.球 (ρGa前掛き予、自飢印Iled

Tun噌】

閃 上(伊Di川l叫巾toの)(伊0.8お5W.PふC.)

問 I二(Ditto)(0.75W.P.Sι) 

~ft光 担:/ 7'ステ yiEまま (DaylightLamp) 

( 6 )ー

17.0 I 31.7 i 51.3 

17.7 I 29.9 I 52.4 

1I.6 

59.7 25.1 15.2 

58.0 25.5 16.5 

55.'7 27.0 17.3 

53.7 27.0 17.5 

51.8 27.6 20.6 

50.8 27.8 21.4 

44.6 30.3 25.1 



マツダ異色燈

異色燈具の用途

マツダ異色燈の放つ光は前項に示した通り、完全に青空の放つ光と問ーの色彩を有するのであります。従って、

従来如何なる照明の下に於ても到底E望見する事の出来難かった徴細なる色彩の主主化をも.此の器具に依って甚だ容
易に認識する事が出来るのであります。

従来夜間に於て色彩を取扱ふ事l士、必ず間還を惹起し、危険であって、殆んど賀行する事が出来なかったのであ

りますが.此の器具が出現して以来色彩を夜間取扱ふ事は何等問題でなくなりました。染色工場、美術印刷工場、

等々の、色彩に閲係を持つ工場に泊して、此の器具が出現した事l士、完全に人工に依って沼市!を延長した事になる

のであります。

叉この器具は.製紙工場‘織物工場.生紙検査場、人道絹統工場.砂滋精製工場、製粉工場等に於て、材料及製

品の精撰.放査.品質判別等の仕事等に霊く使用されて居ります。此等の仕事は本来極めて微細なる色彩の相違及

び表面外観の差別を認識する事を必要と致

しますが.主光と雄も時間に依って鑓化す

る篤めに常に一定不鎚の判別を得る事は困

難であって、此等に罰する最新の設備とし

ては.日光を遮断せる室に於て E 此の民:色

燈の光を利用して行ふものを最も可とする

のであります。 工場に於て、一度長色燈を

取付けた後.再び設備の模様替の矯めに暫

くの問之を取外す必要に迫られても、作業

員が反主fして之を取外す事が出来なかった

如き例は、此の器具がか Lる向的に泊して

知何に有要であるかを語るものと信じま

す。

叉止tの器具は呉服、宇襟.ネクタイ等の

色彩に闘係ある商品を版資する庖舗に於て

燈火の下でも誤なき色彩を顧客に示す錆占う

にも極めて必要であります。居舗の燈火は

夜間ばかり℃な〈、百貨庖等に於ては笠も

強火致しますが.普通の電燈の下で色物を

版資する事は避けなければなりません。而

して、此の場合に民:色燈を設備したならば

顧客は安心して好む色を選定し、叉決して

誤のない極めて満足の結果を得るのであり
百貨応用ツル ー チ y トプ ース

ます。民色燈で物を見る場合に(1.他の光が其の物を照す事は避けなければなりません。従って.fD;色燈を爪備等
に於て使用する場合には.第上国に示す如き箱内に之を装置する事がIHましL、のであります。
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マツダ異色燈

スタンド~!!民色般によるネグ F イ脂照明

、、、

ス F ンド型民色燈による洋裳居照明
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マツダ異色燈

安1. 11:1とたと

スタンド型其色燈によるネクタイl苫照明

スタンド型民色燈による洋傘庖照明
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